
平成 21年度年次報告

課題番号：5005

（１）実施機関名：
（独）産業技術総合研究所

（２）研究課題（または観測項目）名：
火山地質図整備及び噴火シナリオの作成・高度化

（３）最も関連の深い建議の項目：

1.地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（3）地震・火山現象に関するデータベースの構築

イ．地震・火山現象に関する情報の統合化

（４）その他関連する建議の項目：

1.地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（2）地震・火山現象に関する予測システムの構築

（2-2）火山噴火予測システム

ア．噴火シナリオの作成

（3）地震・火山現象に関するデータベースの構築

ア．地震・火山現象の基礎データベース

2.地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（2）地震・火山噴火に至る準備過程

（2-2）火山噴火準備過程

イ．噴火履歴とマグマの発達過程

（3）地震発生先行・破壊過程と火山噴火過程

（3-3）火山噴火過程

イ．噴火の推移と多様性の把握

（５）本課題の５か年の到達目標：
　将来噴火の可能性の高い活動的な火山である十勝岳、樽前山、諏訪之瀬島、九重山などの噴火履

歴調査を実施し、これらの火山の形成史や噴火履歴などの地質情報を記載した火山地質図及び火山地
質データベース（CD-ROM）として整備する。
　また、伊豆大島火山などについて、新たな地質調査やマグマ組成の解析などに基づき、噴火シナ

リオを作成、高度化を図る。

（６）本課題の５か年計画の概要：
　平成 21年度においては十勝岳及び樽前山の火山地質図を印刷刊行する。また、九重火山、諏訪之

瀬島火山の噴火履歴調査を引き続き実施し、形成史を解明するとともに、定量的な噴出物量、化学分
析、年代測定等の基礎データを得る。平成 22年度以降、これらの火山に加え、優先して最新の噴火履
歴情報を整備すべき火山について噴火履歴調査を実施し、火山地質図の整備をめざす。
　伊豆大島火山については、近海の側火山噴出物の調査のほか、地表調査、ボーリング・トレンチ

調査に基づき、過去の噴火様式、マグマ組成の空間時間変化などを解明し、噴火シナリオを作成、高
度化する。また、ほかのいくつかの火山についても噴火シナリオの作成を試みる。



（７）平成 21年度成果の概要：
　活動的火山である十勝岳及び樽前山について、詳細な噴火履歴調査に基づき、火山地質図を完成

し印刷刊行した。また、九重火山及び諏訪之瀬島火山の噴火履歴調査を前年度に引き続き実施し、定
量的な噴出物量、化学分析、年代測定等の基礎データを得た。
　伊豆大島火山については、海洋調査船を用いた海底調査を行い、また、噴火履歴調査とともに小

規模トレンチ調査を実施し、層序、山頂噴火と側噴火の推移を明らかにするとともに、噴出物の年代
について新たな情報を得た。また前年度に行ったボーリングコア試料の室内研究を行い、ボーリング
は現在のカルデラ形成期より古い地層まで達しており、これまで明らかでなかったカルデラ東部の地
下構造を明らかにできた。

（８）平成 21年度の成果に関連の深いもので、平成 21年度に公表された主な成果物（論文・報告書等）：
藤原伸也・石塚吉浩・山崎俊嗣・中川光弘，2009，十勝岳北西麓で新たに発見された 4.700年前の
火砕流堆積物と十勝岳の完新世の活動の再検討．火山，54，253-262．
古川竜太・中川光弘，2010，樽前火山地質図，火山地質図 15，産総研地質調査総合センター．
石塚吉浩・中川光弘・藤原伸也，2010，十勝岳火山地質図，火山地質図 16，産総研地質調査総合セ

ンター．

（９）平成 22年度実施計画の概要：
　活動的火山である九重火山及び諏訪之瀬島火山の噴火履歴調査を前年度に引き続き実施し、定量

的な噴出物量、化学分析、年代測定等の基礎データを得る。また、新規に 1火山について噴火履歴調
査を開始する。
　伊豆大島火山において、噴火シナリオの高度化のために、地表噴火履歴調査を引き続き実施し、年

代測定と層序調査、噴出物解析に基づき、噴火様式、マグマ組成の時空間変化などを解明する。

（10）実施機関の参加者氏名または部署等名：
地質調査総合センター
他機関との共同研究の有無：有
北海道大学、鹿児島大学、富士常葉大学など

（11）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：地質情報研究部門火山活動研究グループ
電話：
e-mail：

（12）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：中野俊 　
所属：地質情報研究部門火山活動研究グループ
電話：029-861-3963
FAX：029-856-8725
e-mail：nakano.shun@aist.go.jp


